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厚生労働省に令和６年度診療報酬改定に関する要望書を提出しました1

１．地域移行・地域定着に向けた入院医療の評価

精神障害者にも対応した地域包括ケアシステム構築のための取組強化として、精神科医療

における入退院支援についての評価を設ける。

6月14日に吉川会長、中庭業務執行理事、草地業務執行理事が厚労省を訪問し、社会・援護局障害

保健福祉部、精神・障害保健課の林修一郎課長宛に、令和6年度診療報酬改定に関する要望書を提出

しました。要望内容は以下の通り。

２．認知症治療病棟おける看護の質向上に向けた評価

認知症のBPSD改善や身体合併症対応に伴う適切な看護提供を担保する観点から、認知症

治療病棟入院料についての評価の在り方を見直す。（看護人員体制（15：1）の評価の新設）

３．医療ニーズに即した医療体制を確立するための精神科訪問看護の評価

行政機関の保健師等による家庭訪問等の対象者において、精神障害のために医療の必要性

があり、かつ自傷他害のおそれがあると認められた者に対し、行政機関等からの依頼を受

けた精神科医または専門性の高い看護師が患家を訪問し、精神科を標榜する保険医療機関

への通院が困難な者であると認めた上で、計画的な医学管理の下に訪問診療又は訪問看護

が必要であると判断した場合を評価する。
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滝山病院が設置した第三者による虐待防止委員会が開催されました２

6月19日に看護師による患者暴行事件があった精神科「滝山病院」が設置した第三者による虐待防

止委員会の初会合が開催され、その様子が

報道されました。虐待防止委員会には、

中庭業務執行理事と草地業務執行理事が

委員として出席し、今後は虐待防止対応

マニュアル作成など、再発防止に向けた

方針を決定していく予定です。

委員会終了後には、草地業務執行理事に

よる全職員を対象とした虐待防止に関する

研修会が開催されました。（参加者約90名）

障がい者虐待防止に関する日精看の事業戦略

 法改正に係る様々な事業や制度の理解促進を目的とした日精看本部および支部による研修会の実施と会員施設への情報提

供を行う。

 精神科看護師の倫理的な看護実践の向上の均てん化に資する教育資源及び教育カリキュラムの開発

 会員施設の障がい者虐待防止対策に係る体制の整備に必要な情報の提供（マニュアル、手引き、自己点検チェックリスト、障が

い者虐待に関する委員会設置規定（例）、各種様式に関する情報等の提供など）

 精神科看護職の水準向上、価値の発展のための政策提言。

 患者の権利擁護および精神科看護職の就労環境、処遇改善に向けた国への要望。

 他の専門職及び各種団体と連携を図り、共同の会議体を構成し、社会の要請に資する精神科看護の実現に向けた取り組みを

実施する。

研修会『倫理カンファレンスの実践』の案内3 

2023年6月19日東京新聞Web

この研修会では、実践の場で倫理カンファレンスが

継続的に実施できるよう、倫理カンファレンスの方法

やファシリテーターの役割について学びます。看護師

が臨床の倫理的な気がかりを率直に発言し話し合いが

できるよう取り組むことは、看護実践能力の向上や倫

理観の高い組織づくりにもつながります。

臨床での倫理への取り組みは、一朝一夕にはいきま

せんが、取り組みの方法や工夫を学ぶ機会としてぜひ

研修会を活用ください。

【倫理カンファレンスの実践】

・日 時：9/2(土),9/3(日)＊計2日間

・講 師：遠藤 太（岩手医科大学看護学部 教授）

・会 場：日精看 東京研修会場

・受講料：会 員13,200円（税抜12,000円）

非会員26,400円（税抜24,000円）

・申込〆切：6月30日（金）

お早めにお申込みください

詳細は右のQRコードからご確認ください


